
                               令和８年１０月１日 

宇多津町・宇多津町教育委員会 

宇多津町・宇多津町教育委員会カスタマーハラスメント対策基本方針 

 

１ 基本的な考え方 

 宇多津町・宇多津町教育委員会では、町民の皆さまをはじめとする行政サービスの利用者からの様々な

ご意見やご要望に対し、丁寧かつ迅速な対応を心がけ、業務改善や行政サービス向上に真摯に取り組んで

います。 

 しかしながら、ご意見やご要望において、社会通念上許容される範囲を超えた要求により、対応する職

員の人格や尊厳を傷つけ、就業環境を害する言動、いわゆる「カスタマーハラスメント」に該当する行為

が行われた場合は、通常の業務に支障をきたし、行政サービスの低下を招きかねない事態になります。 

 改正労働施策総合推進法及び厚生労働省が示す指針において、カスタマーハラスメント防止のために

地方公共団体は雇用管理上の措置を講じなければならないこととされました。 

 それらを踏まえ、宇多津町・宇多津町教育委員会では、適正な行政サービスを継続的に提供し、職員に

対するカスタマーハラスメントに対し組織として毅然とした対応を行うための基本方針を策定します。 

 

２ カスタマーハラスメントの定義 

 行政サービスの利用者等からのクレーム・言動のうち、その要求内容の妥当性に照らして、要求を実現

するための言動や手段、態様が社会通念上許容される範囲を超えるものであって、当該言動や手段、態様

により、職員勤務環境が害されるものをいいます。 

 

３ 対象となる行為 

 (1)要求内容が社会通念上許容される範囲を超えるもの 

 (2)要求を実現するための言動や手段、態様が社会通念上許容される範囲を超えるもの 

・身体的な攻撃（暴行、傷害） 

・精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉棄損、侮辱） 

・威圧的な言動 

・継続的、執拗な言動 

・拘束的な行動 

※上記は例示の一部であり、これらに限るものではありません。 

 

４ カスタマーハラスメントへの対応 

 カスタマーハラスメント対する予防措置を講じるほか、該当する言動を確認した場合は、必要に応じて

対応中止や退去要求などを行い、組織として毅然と対応します。 

 悪質な場合は警察への通報、弁護士への相談など法的対応を行います。 

■主な予防措置 

・カスタマーハラスメント対策基本方針の周知、啓発 

・カスタマーハラスメント対策マニュアルの策定 

・名札のひらがな表記 

・通話の録音 

・防犯カメラの設置 


